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策について検討することを目的とした。例えば、 2009年 5月 21日には、『音楽空間の
社会学~ (青弓社、 2008年)の著者である粟谷佳司さんをお招きし、音楽政策と社会学







2009年 11月6日、京都大学)を開催できたことも、ここに付記しておく O これ以外に



















文学~ 2006 年。竹葉丈編『淵上白楊と満州写真作家協会~ (岩波書庖、 1998年)。だが、
これらはいずれも弘報課の全体像と活動の実態に肉薄しえるものではない。本年度は弘
報課の内部資料『弘報内報』をもとに、 1939-42年の弘報課の方針の変遷を追うこと
ができた。
また、満州の映画政策に注目すると、山口猛『幻のキネマ満映甘粕正彦と活動屋群
像~ (平凡社ライブラリー、 1989年)というまとまった先行研究があるものの、娯楽映
画以外の教育映画について、さらには満州映画協会(満映)以前の満州!における映画状
況について、十分考察が行われていないことが明らかとなった。「結局のところ満映と
いふものを考えることは満洲国家を考へることであるJ(北川鉄夫)という言葉が残っ
ているように、映画という当時のニューメディアを扱うことは、満州|の文化政策を検討
することにつながる。具体的には、日本の文部省に相当する文教部社会教育課で映画教
育に携わった赤川幸一(作家・赤川次郎の父)に注目して、関連資料の収集を行った。
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